地域座談会（北条地区）　意見交換記録
と　き　　平成２２年５月１２日（水曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時３０分から午後９時２０分

ところ　　ＪＡ北条支所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　　１１人

	番号
	項　目
	町民等からの意見等要旨
	町からの発言要旨

	１
	まちづくりについて

町と地域との関わり方、パイプ役づくりについて
	●計画やプラン作成、あるいはパブリックコメントでも住民の参画が難しい。また、会への参加も難しい。町として住民へのアプローチができていない。そのため住民側は何をしたらよいのか、どのような関わりをしていけばよいかが分からない。
	●町報、ＴＣＣなどを利用しているが、情報共有できていない部分もあるかもしれない。



	
	
	●地域座談会も２～３自治会単位で開催してはどうか。自治会長からの声掛けで参加者を動員するなどするのはどうか。
	●大きな会には出にくいという一面もあるかもしれない。小さな会も考えたい。出前講座もある。座談会も今年が２年目であるが、今後良くしていきたい。

	
	
	●地域とのパイプ役をどのように作っていくか、自治会役員を活用しどのような流れで町からの話を住民へおろしていくのが良いまちづくりに繋がるか研究してみてほしい。
	●例えば検診の受診率向上に向けては、これまでも町から説明は行っているが、今後は受診率の良い自治会の優良事例を紹介することなど工夫していきたい。

	２
	幼保一元化施設について
	●幼保一元化施設の給食は、給食センターのものか。
	●４・５歳児の給食は給食センター調理の給食を提供し、０～３歳児は保育所で調理した給食を提供する。また、大栄地区の保育所は自園で調理した給食を提供する。

	３
	納税組合補助金の廃止とコミュニティ支援策について
	●納税組合補助金が今年度より廃止となり、自治会運営が厳しい。代替となるコミュニティ支援策を考えていないか。
	●補助金の廃止は、プライバシー保護、納税組合非加入者との公平性などの問題により廃止に至った。納付率や住民サービスの維持のためコンビニ納税を始めた。
補助金を自治会会計に充当することは補助金の主旨からすればいかがなものかと思われる。コミュニティ支援とは別物と考える。

	４
	
	●自治会要望にも出したが、公民館の修理は補助金の対象とならないとのこと。建築してから相当年数が経っているのでメンテナンスに費用がかかる。「修理」というだけで対象にならないのが、何とかならないものか。
	●公民館建設に対する補助は新築のみが対象。
古くなった施設はどうするか、修理といっても大規模なら対象にすることができないかなど、「程度」の判断基準を今後考えてみたい。

	５
	天神いこい広場の管理について
	●天神いこい広場の雑草が多いため、年に２～３度、みどり２区自治会で草刈りを行った。また、自治会要望で管理に対する補助を要望したが、回答は「実費のみ支払う」とあった。

管理はどうなっているか。
	●除草については、今後は連絡いただければ対応する。
また、広場の管理委託について、以前、近隣自治会へ相談を持ちかけたものの不調に終わった経過もあるが、改めて委託等も含め相談させていただきたい。

	６
	道路標識の管理について
	●通学路で標識が破損しているところがあり、以前改修を依頼したが未改修となっている。対応をお願いしたい。
	●標識は公安委員会が管理するものと町が管理するものがある。早急に現場を確認して管理者へ対応を依頼したい。

	７
	生涯学習部長の研修会について
	●今年度初めて生涯学習部長の研修会が行われるが、部長との連携をぜひ進めてほしい。将来的には小地域懇談会も地域が自立して開催できればと思う。
	●地域との協働により推進していきたい。

	８
	風車の状況について
	●風車のブレードに亀裂が入っていると聞いたが大丈夫か。
	●運転には支障がないものです。

	９
	中部の観光情報発信について
	●東部や西部の観光ニュースが毎日流れているが、中部の話題は少なく寂しく感じる。
	広域連合で今年度あらたに中部発信課もでき情報発信が進められる。蒜山との連携も進められている。また、平成２４年のマンガサミット、牛骨ラーメン等など話題もあるので、こまめな情報発信をしていきたい。

	
	
	●観光の振興で北条道の駅周辺に飲食店が５～６店必要ではないか
	出店等の良い情報があれば教えていただきたい。
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